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年 松村明編 明治書院）、『日本語教育事典』（1982 年 日本語教育学会
編 大修館書店）、『日本語大辞典（第二版）』（1995 年 梅棹忠夫・金田一
春彦・坂倉篤義・日野原重明監修 小学館）と『明鏡国語辞典』（2002 年 
北原保雄編 大修館書店）の 4 冊の辞典。次は、辞典の説についての整理
を行なっていきたい。 
表１                    （○―ある、×―ない） 
用 法 
『 日 本 文
法大辞典』 
『 日 本 語
教育事典』
『 日 本 語
大辞典（第
二版）』 










所有・所属を表す ○ ○ ○ ○ 
性質・状態を表す ○ ○ ○ ○ 
動作の主体を表す ○ ○ ○ ○ 
動作の対象を表す ○ ○ ○ ○ 
数量や順序などを表す × ○ × ○ 
所の指定 × ○ × ○ 
相対的な関係を表す × × ○ ○ 
時の指定 × ○ × × 
同格のものを示す × × ○ × 
資格や立場を表す × × × ○ 
事柄の特徴を表す × × × ○ 
連体修飾の連文節の中で、主
格・対象格を表す 
○ ○ ○ ○ 
助動詞「ようだ」「ごとし」
の内容を表す 
○ × ○ ○ 
形容動詞や形容詞の語幹に
添えて、状態を表す 




× × × ○ 
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用 法 
『 日 本 文
法大辞典』
『 日 本 語
教育事典』
『 日 本 語
大辞典（第
二版）』 










○ ○ ○ ○ 
用言の連体形について、「も
の」「こと」などの意を表す



















○ ○ ○ ○ 
終助詞
 
断定の意を表す ○ ○ ○ ○ 
質問・確認を表す ○ ○ ○ ○ 
命令を表す ○ ○ × ○ 
納得する気持ちで確認する
意を表す 



































所有・所属を表す ○ ○ ○ ○ 
性質・状態を表す ○ ○ ○ ○ 
動作の主体を表す ○ ○ ○ ○ 
動作の対象を表す ○ ○ ○ ○ 
連体修飾の連文節の中で、主
格・対象格を表す 





○ ○ ○ ○ 
用言の連体形について、「も
の」「こと」などの意を表す



















○ ○ ○ ○ 
終助詞
 
断定の意を表す ○ ○ ○ ○ 
質問・確認を表す ○ ○ ○ ○ 
 
 表２で「の」の文法的な働きを格助詞、準体助詞、並列助詞と終助詞の
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× ○ × ○ 
同格のものを示す × × ○ × 
資格や立場を表す × × × ○ 
時の指定 × ○ × × 
所の指定 × ○ × ○ 
相対的な関係を表
す 
× × ○ ○ 
事柄の特徴を表す × × × ○ 
助動詞「ようだ」「ごと
し」の内容を表す 









× × × ○ 
終助詞命令を表す ○ ○ × ○ 
納得する気持ちで確認
する意を表す 























































































  b.雪船が子供の時 
○2 a.中村さんがとてもよく御存知だ 






















 第 3 の根拠：並列接続文構造である。 





 第 4 の根拠：「の」を「だ」の完了形である「だった」に置きかえること
によっても示される。 
○7 a.3 歳の時 
 b.3 歳だった時 
○8 a.子供の時 



































































































  b.枕下のお盆 
○8 a.交渉は西欧とソ連との間で行われた→交渉は西欧とソ連との間でだ 
















  b. 明春の参院選挙 
○11a.入学試験はあしたある→入学試験はあしただ 





○12a.（その）青年は 20 歳だ 
  b.20 歳の青年 
○13a.流通手段は多様だ 




  b.丸大棒の橋 
○15a.（その）きものは木棉で織られている→（その）きものは木棉だ 
  b.木棉のきもの 
（11）「数量・順序」 
○16a.参院内勢力は 100 名だ 
  b.100 名の参院内勢力 
○17a.大資本家は少数だ 






  b.本社後援の国際マラソン 
（14）「後続体言の範囲・領域」 
○19a.（その）食物は母乳以外だ 
  b.母乳以外の食物 
○20a.（その）課題は明治維新以来だ 
  b.明治維新以来の課題 
（15）「目的の事物・関与物」 
○21a.（あの）愛嬌は客寄せだ 
  b.客寄せの愛嬌 
○22a.講演は哲学（について）だ 
  b.哲学（について）の講演 
（16）「同格」 
○23a.テイラー軍曹が御主人だ 
  b.御主人のテイラー軍曹 
○24a.名目は生活補助費だ 
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いさも、「だ」による述語代用と、その連体形として説明できるだろう。 
○26a.指摘はＡ博士がした→指摘はＡ博士だ 
  b.Ａ博士の指摘 
○27a.封鎖は西欧地区にした→封鎖は西欧地区だ 













  b.夢の世の中 







○1  正宗が うった名刀→ 
  正宗が だ  名刀→ 
 ？正宗が の  名刀→ 





○2  ウナギを 注文したボク→ 
  ウナギを だ   ボク→ 
 ？ウナギを の   ボク→ 
  ウナギ  の   ボク 




○3  高速道路を 走る車→ 
  高速道路を だ 車→ 
 ？高速道路を の 車→ 
  高速道路  の 車 
 「ニ」は時格・所格・目標格など、いずれの場合でも消去しなければな
らない。 
○4  名古屋大学に 属するＫ教授→ 
  名古屋大学に だ  Ｋ教授→ 
 ？名古屋大学に の  Ｋ教授→ 
  名古屋大学  の  Ｋ教授 
○5  3 時に 始まる試合→ 
  3 時に だ  試合→ 
 ？3 時に の  試合→ 
  3 時  の  試合 
○6  子供に やるお土産→ 
  子供に だ お土産→ 
 ？子供に の お土産→ 
  子供  の お土産 
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○7  月に 行く使者→ 
  月に だ 使者→ 
 ？月に の 使者→ 
  月  の 使者 
 上例の中で○6 や○7 は、「ニ」の代わりに「へ」を使えば消去の必要はない。 
○8 a.子供へのお土産 









○1410 時からの銀行→？10 時の銀行 
○155 時までの銀行→？5 時の銀行 
 格助詞の消去の条件： 
   Ｘ Ｃ ｄ Ｔｅｎｓｅ Ｙ→ 































次郎の本」は 3 つの理解がある。1 つは石原裕次郎が書いた本、2 つは石原
裕次郎が所有している本、3 つは石原裕次郎について書いた本である。 
ア．「ガ＋活用語連体形」が内包されていると解されるもの。（ここで内包


































































































































































































































































































































































































































































































































 副詞・状態詞＋の＋体言 修飾関係を具体化・個別化する 
助動詞＋の＋体言 助動詞 助動詞「だ」の連体形 
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必要があるものについて述べる。 
１．格助詞か連体助詞かについて 
 筆者は調べた『日本文法大辞典』（1971 年 松村明編）、『日本語教育事
典』（1982 年 日本語教育学会編）、『日本語大辞典（第二版）』（1995 年 梅
棹忠夫・金田一春彦・坂倉篤義・日野原重明監修）と『明鏡国語辞典』（2002





















（１）Ａ体言＋の＋Ｂ体言       花の季節。 
（２）Ａ体言＋の＋連用形＋Ｂ体言   身の置き場。私のやり方。 
（３）Ａ体言＋の＋連体形１＋Ｂ体言  国境の長いトンネル。 
日本語助詞「の」の研究 181 
（４）Ａ体言＋格助詞＋の＋Ｂ体言   友達との話がある。 
（５）Ａ体言＋の＋連体形２＋Ｂ体言  千鶴子の居ない人生。 
 格助詞と「の」の関係は次の通りで示された。 
       ┌×が┐ 
   Ａ体言＋｜×を｜＋連体形２＋Ｂ体言 
       └×に┘ 
┌へ ┐ 
       ｜と ｜ 
   Ａ体言＋｜から｜＋×連体形２＋Ｂ体言 
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